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令
和
六
年
十
二
月
二
十

一
日

（
土

）
午
後

一
時
半
始

（十
二
時
半
開
場
）

於
京
都
観
世
会
館

第
四
十
九
回

テ
ア
ト
ル

・
ノ
ウ

京
都
公
演

ご
あ
い
さ
つ

第
四
十
九
同
テ
ア
ト
ル
・
ノ
ウ
京
都
公
演
に
て
「定
家
」
を
上
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
国
よ
り
出
で
た
僧
た
ち
は
初
冬
の
都
・千
本
あ
た
り
に
着
き
ま
す
。
木
々
は
冬
枯
れ
、
枝
の
紅
葉
も
僅
か
に

残
る
時
節
、
ま
た
時
雨
が
降
り
来
た
り
ま
す
。

姻
る
時
雨
の
な
か
、
女
が
声
を
掛
け
、
式
子
内
親
Ｉ
の
御
墓
の
石
塔
へ
案
内
し
ま
す
。
そ
し
て
「我
こ
そ
式
子
内
親
王
」

と
名
の
り
、
蔦
の
絡
ま
る
石
塔
へ
消
え
る
の
で
す
。

や
が
て
石
塔
か
ら
蔦
に
縛
め
ら
れ
た
式
子
内
親
ｌｉ
が
姿
を
表
し
ま
す
．

僧
の
薬
草
喩
品
の
お
か
げ
で
蔦
は
解
け
、
報
謝
の
舞
を
見
せ
ま
す
が
、
ま
た
元
の
如
く
蔦
が
這
い
纏
い
、
石
塔
へ
と

埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

一定
家
」
の
作
り
物
は
主
観
的
景
物
の
塚
二
葛
の
纏
わ
り
つ
く
式
子
内
親
王
の
石
塔
」
で
す
。
こ
の
纏
わ
り
つ
く

蔦
は
、
払
え
ど
と
も
一
夜
の
う
ち
に
ま
た
び
っ
し
り
と
這
い
纏
う
ゆ
え
「定
家
葛
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
劇
中
で
は

一
離
れ
も
や
ら
で
蔦
紅
葉
の
色
焦
が
れ
纏
わ
り
」
と
あ
り
、
定
家
の
式
子
内
親
工
へ
の
焦
が
れ
る
恋
の
象
徴
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
＾
曲
を
通
し
て
想
像
上
の
重
要
な
主
観
的
景
物
が
一
時
雨
」
で
す
。

冒
頭
か
ら
終
曲
ま
で
、
降
っ
た
り
上
ん
だ
り
、
時
に
は
姻
る
よ
う
に

、
時
に
は
サ
ァ
ー
っ
と
音
を
立
て
て
降
っ
て

い
ま
す
。
常
に
定
家
葛
が
、
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
効
果
の
よ
う
に
無
意
識
に
浸
透
し
て
ゆ
く
の
で
す
．

都
の
初
冬
に
時
々
に
降
る
時
雨
。

こ
の
時
期
に
京
都
で
「定
家
」
を
上
演
い
た
し
た
く
企
画
し
ま
し
た
ｃ

是
非
ご
高
覧
賜
り
た
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

テ
ア
ト
ル
・
ノ
ウ
■
宰
　
　
　
味
方
　
玄

味

方

　
　
玄

　
観
Ｌ
流
能
役
者

一九
六
六
年
京
都
に
て
能
楽
師
・味
方
健
の
長
男
と
し
て
■
ま
れ
る
。
幼
少
よ
り
父
に

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
一
九
八
六
年
、
片
山
幽
雪
（人
間
国
主

に
内
弟
子
人
門
．
幽
雪
（九
世

九
郎
右
衛
門
）、十
世
九
郎
有
衛
門
に
師
事
二
九
九
一年
独
立
。
三
〇
〇
一年
「京
都
市
芸
術

新
入
賞
」受
賞
Ｉ

Ｏ
〇
二
年
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ
に
て
能
楽
入
門
番
組
一能
三
味
」
■
―
′、り
を
監
修
、
出
演
す
る
。

二
〇
〇
三
年
新
作
能
「待
月
」
の
脚
本
を
手
が
け
シ
テ
を
演
じ
る
。
二
〇
〇
四
年
「京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
」受
賞
。
二
〇

三
二
年
一第
四
卜
四
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
」受
賞
。
二
〇
二
二
年
「第
四
―
三
回

京
都
府
文
化
賞

功
労
賞
」受
賞
ゴ

○
〇
六
年
淡
交
社
よ
り
一能
へ
の
い
ざ
な
い
」を
出
版
。
二
〇
三
年
、重
要
無
形
文
化
財
（総
合
）認
定
。

千
・
　

不́
目
生
　
武
者
小
路
千
家
家
元
後
嗣

一九
七
五
年
、京
都
市
生
ま
れ
ｃ慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・メ
デ
ィ
ア
研
究
科

特
任
教
授
、明
治
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
（日
本
美
術
史
）。二
〇
０

年
、慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
．
■
Ｏ
〇
三
年
、後
嗣
号
「宗
屋
一を
襲
名
。同
年
大
徳
寺
に
て

得
度
、
一随
縁
斎
」
の
斎
号
を
受
け
る
。
二
〇
〇
八
年
～
〇
九
年
、
文
化
庁
文
化
交
流
使
と
し
て
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
動
．

二
〇

一
三
年
、
京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
受
賞
ゴ
．Ｏ
．
四
年
か
ら
京
都
国
際
観
光
大
使

１́

〇

五
年
、
京
都
市
芸
術

新
人
賞
受
賞
。
１
０

八
年
奈
良
興
福
寺
中
金
堂
落
慶
法
要
献
茶
式
を
五
日
間
動
め
、
新
た
に
献
茶
道
具
を
監
修
ｃ

占
美
術
か
ら
現
代
ア
ー
ト
に
い
た
る
ま
で
造
詣
が
深
く
、
日
本
文
化
へ
の
深
い
知
識
と
類
い
希
な
感
性
が
国
内
外
で

評
価
さ
れ
る
。
著
書
に
『
茶

利
体
と
今
を
つ
な
ぐ
』
（新
洲
社
）な
ど
ｃ

お
話

「
茶

の
湯
か
ら
み
た
定
家
」
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基
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す
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吉
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平
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鴻
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真後
見

山
下

守
之
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後

二

時

過

ぎ

趣
設
親
王
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方

定
　
家

玄旅僧
宝生
欣哉　暉岬
一印囲

従
僧

宝
生

尚
哉

従
僧

小
林

　

努

所
の
男

茂
山

千
五
郎

間

終

了

予
定
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後
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過
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後

見

大
江

信
行

青
木

道
喜

郎 純
笛

地
謡

橋 梅 河 大
本 田村 江

忠 嘉 和 広
樹 宏 貴 祐 地

謡

浅 古 片 宮
井橋 山川

風 正 伸 卓
矢 邦 吾 也

地

謡

浅 古 片 宮
井 橋 山川

風 正 伸 卓
矢邦 吾 也

竹
市

　

学

田
茂
井
度
道

分
林

道
治

片
山
九
郎
一客
門

味
方
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正面指定席………・・… 8′000円

中正面。ワキ正面指定席・“7′ 000円

2階正面1列目指定席・̈ 5̈′000円
 【学生席】

2階自由席…・…・・…… 4′000円  各席2′000円引き

テアトル・ノウ事務局 TEL 075-213… 1774

ホームページからも   回菖麗回
お申込みいただけます    質薄彙冒澤|
httpS〃 theatrenohocomノ 回湾Ⅲ趣
示都観 世 会館

. TEL 075¨
771… 6114

チケット発売日 10月 2日 (水 )「能のみかたくらぶ」先行予約あり

呆 都 観 世 会 館 案 内 図 〒606・ 8344京都市左京区岡崎円勝寺町44■ l.075・ 771・ 6114
地下鉄東西線 東山駅から

Ll」 番出口より徒歩約5分

JR京都駅 から

●地下鉄鳥丸線「国際会館ゆき」乗車「烏丸御池」駅にて地下鉄東西線
「六地蔵ゆき」「浜大津ゆき」に乗り換え、「東山」駅下車

●京都駅前バスのりばAlよ り市バス5系統「岡崎公園 美術館・平安神宮

前」下車

D2よ り86・ 206系 統「東山仁王門」下車

四条河原町から

バスのりばEよ り市バス31・ 46・ 201・ 203系 統「東山仁王門」下車

京阪Ξ条駅から

お
申

込
み

地下鉄東西線に乗り換え、「東山駅」下車チラシ使用写真  「定家」味方 玄 撮影/渡辺 真也

=:】ξ選I鵜


